『体操詩集』とその周辺―村野四郎ノート（二）― by 岩本 晃代
要　旨
戦前の村野四郎への評価は、第二詩集﹃体操詩集﹄ ︵昭和一四年︶































































































一号︵昭和六年八月︶に発表された﹁プールにて」 ︵ ﹁飛込」 ︶と﹁体操」であり、これらの制作年代から、 ﹁拾遺」と﹃体操詩集﹄とは、並行して書かれたものが多いことがわかる。
﹁旗魚」は、昭和四年三月に、山崎泰雄、福原清らと創刊した雑誌










ていたこと、昭和一九年刊行の﹃珊瑚の鞭﹄所収のものもす に書き始められていたことがわかる。 ﹃珊瑚の鞭﹄は﹃体操詩集﹄及び﹃抒情飛行﹄も含めた自選詩集であるから、①から④には重複したものもある。なお、 ﹃珊瑚の鞭﹄所収の﹁登攀 方法」は、さらに古く昭和二年九月の﹁炬火」 ︵第二年九月号︶初出であることも付言しておきたい。
（3） 崇城大学　紀要　第44号
﹃罠﹄以降も多様な詩の実験が試みられていたのだが、 ︿体操﹀と




なされていなかった詩篇を取り上げて、彼の新たな﹁縞」の部分について明らかにしてみたい。二、 「 『体操詩集』拾遺」につ て
﹃定本村野四郎全詩集﹄ ︵筑摩書房、昭和五五年八月︶には、 ﹃体操
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（3） 崇城大学　紀要　第44号22




































































る。そして、 ︿竪琴﹀の形態と位置を︿彼女の肩より高く 大きく／其一部は彼女の展けた両脚 間にある﹀と表現している。演奏の動作は︿女﹀の︿足先 ︿手﹀ ︿爪 よっ 巧みに描出され、音楽 進行は︿震動へ、切なげに喚く、泣く、 ／つゞけざまに長く。 ﹀と 擬人法によって描かれている。これらは﹁ピアノ三重奏」 ︵ ﹃珊瑚の鞭﹄ ︶に通じる手法である
⑾
。最終行の︿かたい一つの形象﹀という詩句には、




本章で﹁ ﹃体操詩集﹄拾遺」を問題にするのは、 ﹁ ﹃体操詩集﹄拾



































たの帽子のやうな／空は消失した﹀をはじめ、詩人自身のイメージが先行した感がぬぐえず、詩の完成度は決して高いとはいえない。最終行の︿もう肉体ではうたはない﹀という詩句に 、 ﹃体操詩集﹄の客観性や即物性を重視した詩法とは異なった、暗い抒情がみ められる。大野純は後に﹃抒情飛行﹄に収められ ﹁遠 こえ」 ︵初出題﹁遠い声」 、 ﹁文芸汎論」第四巻第四号 昭和九年四月︶と、 ﹁消息」を引いて、 ﹁これは﹃体操詩集﹄の世界で 」 し ﹁たとへば﹁九月のパストラル」 ︵昭九︶ 、 ﹁つまらない時間」 ︵昭八︶から﹁反転現像」︵昭四︶などを通じて、遠く﹃罠﹄につ ってゐるもの」だと う見解を示している
⑻
。
﹃罠﹄ ︵大正一五年︶から﹃体操詩集﹄ ︵昭和一四年︶を経て、 ﹃抒
（4）『体操詩集』とその周辺―村野四郎ノート（二）― 21
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以上のように、 ﹁ ﹃体操詩集﹄拾遺」の詩篇からも、 ﹃体操詩集﹄時






























































































































の詩だとも考えられるのではないだろうか。管見の限り、この詩と﹃体操 集﹄を関連づけて論及されることはなかった。だが、 ﹃体操詩集﹄を検証するう でも重要な作品である。
一連目の︿ひつくりかへした花籠／蜂がたかつていゐる花﹀は、華







郎によれば、撞球、ダンス等の外来 新たな ポーツ競技にも若いころから積極的に興じていたようである。ダンスは、当時は として理解されるのは困難であった 思われ が、さまざまなスポーツに精通していた村野四郎であれば を体操競技の一種とし モチーフにしたことは想定 きる。
思い入れの強いこの詩が﹃体操詩集﹄に収録されなかった理由は何


















































































の詩だとも考えられるのではないだろうか。管見の限り、この詩と﹃体操 集﹄を関連づけて論及されることはなかった。だが、 ﹃体操詩集﹄を検証するう でも重要な作品である。
一連目の︿ひつくりかへした花籠／蜂がたかつていゐる花﹀は、華







郎によれば、撞球、ダンス等の外来 新たな ポーツ競技にも若いころから積極的に興じていたようである。ダンスは、当時は として理解されるのは困難であった 思われ が、さまざまなスポーツに精通していた村野四郎であれば を体操競技の一種とし モチーフにしたことは想定 きる。
思い入れの強いこの詩が﹃体操詩集﹄に収録されなかった理由は何









































︿フープ﹀とは、直径約二メートルの二個の鉄の輪を数本の横棒で結合した運動用具のことである。横棒に手足をかけて回転させ、前進、後退を繰り返しながら移動させ 運動を行う。 ﹃体操詩集﹄には、女性二人が円の中で運動する写真が添えられている。芳賀秀次郎は最後の三行に﹁エロティシズムがある」と言い、 ﹁そ いうエロティシズムと、清純な少女たちの世界とをかさね合わせて、 こにスポーツの世界のもつ陰影や、健康な肉体感や、明るい性的思考などを画いた」詩だととらえている

。だが、むしろ初出前半の詩句︿充血した顔の上







































﹁二」と﹁三」は、 ﹃抒情飛行﹄ ︽春の祭︾章に、 ﹁田園歌︵二︶ 」 ﹁田





た詩風である。 ︿あなた﹀と呼ばれる︿女﹀に、 ︿愛するものが／たた地方を知らないでせう﹀ 、 ︿ごらん
　
近よる雲は／牝牛よりも猥褻
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Bibliotheca curiosa et erotica ﹄ ︵グロテスク社、昭和三年一一










これまで述べてきたように、 ﹃罠﹄ ︵大正一五 ︶以降から﹃体操詩
集﹄ ︵昭和一四年︶に至るまでの村野四郎の作品群には、さまざまな詩風が混在している。 ﹃体 ﹄所収の十九篇が﹁一つの縞」であることは明らかであり 決してそれを否定す ものではない。しかし、﹃体操詩集﹄の中にも︿体操﹀という中核から遠いものもあり、また、一方で﹁拾遺」のなかに﹃体操詩集﹄に近接する る。本稿では それらが女性をモチーフにした、性的な詩風の作品群であことを指摘しておきたい。
これまでにも﹃体操詩集﹄の性的な詩風について指摘がなかったわ

































イツ人技師のツェッペリンが作った飛行船のことであろう。 ︿かたいお腹﹀は、ブランコをこぐ時に力を込めた腹部を示していると小海永二は解釈しているが 飛行船の船腹からは筋肉質 腹部を連想させられる。しかし、ここでは先述のよう 私服を着てブランコをこぐ少女の写真があり、 ︿かたいお腹﹀は﹁見え もの」として提示され はいない。 ﹁スポーツに関す 詩」を集めた﹃体操詩集﹄のなかでは、かなり異質であることを強調して きたい。また ブランコは、体操競技の道具というより 一般的に遊具としてのイメージが強く、また、中国では古くは宮女が用いた性的な用具であっ とにも留意する必要がある。
なお、自選詩集である﹃珊瑚の鞭﹄には﹃体操詩集﹄からも十四篇





















Bibliotheca curiosa et erotica ﹄ ︵グロテスク社、昭和三年一一
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オロッパ近代詩の一特色でもあり、そのために詩の価値が上下するということはあり得ない」と、この詩を決して低く評価しているわけではな が、や り曲解と われても仕方がないだろう。村野四郎自身は﹁思わぬぬれぎぬを着せられた」と反論しつつ、 ﹁元来、詩は象徴を旨とするから、読む人の想像にまかすよりほかないとすれば この鑑賞もまた真実だろう」と述べるにとどめ いる。
だが、このエッセイの最後に村野四郎が自ら﹁フープ」を引用し、









①スポーツの中の生のよろこび　﹁体操」 ﹁鉄亜鈴」 ﹁鉄亜鈴」 ﹁鉄鎚投」 ﹁吊環」 ﹁鉄棒」 ﹁鉄棒」②スポーツの中の愛と性　﹁高障害」 ﹁鞦韆」 ﹁棒高飛」 ﹁登攀」 ﹁スキー」 ﹁飛込」 ﹁飛込」　﹁フープ」③スポーツの中の死の影　﹁拳闘」 ﹁槍投 ﹁競走」 ﹁肋木」だが、②に分類されている﹁棒高飛」 ﹁飛込」 ﹁飛込」は、 ﹁スポー
ツの中の愛と性」というテーマで括るに かなり無理がある。むしろ、①に分類され、 ﹃体操詩集﹄のテーマの中核に ものだと考えられる。掲載順に分類できるほど﹃体操詩集﹄ 世界は決して単純なものではない。
﹁鞦韆」 ﹁フープ」等は、 ﹃体操詩集﹄という枠組みから切り離して
同時期の詩篇をもとに見直してみる 、女性をモチーフとした新たな作品群としてと えられ、新たな﹁縞 なり浮き上がってくる。それらの性的な詩風は、 ﹃体操詩集﹄のもつ﹁身体 」の一部でもあが、詩世界の中核となる﹁体操」 ﹁鉄亜鈴」 鉄棒」等 硬質な詩風とは明らかに異なっている。 ﹃体操詩集﹄ かでは傍系の にあたるといってもよいだろう。 かし ﹁竪琴を奏く女
Ball Room
にて」 ﹁匂
へる園」連作詩等と 関連性をふまえてみれば、そ 傍系が 新たな﹁一つの縞 として、当時 村野四郎の詩世界を構成 い えるのではないだろうか。
村野四郎の詩は、文部科学省の検定教科書にも継続的に採択され、
（14）『体操詩集』とその周辺―村野四郎ノート（二）― 11




























































































































































１亡羊記と匂える園」 ︵ ﹃体操詩集の世界﹄ ︵一九
六頁～二〇三頁︶ 中に書いている。しかし、 ﹃匂へる園﹄と村野四郎との直接の関係にふれ 記述はな 。

　
吉田精一﹁意外なる解釈」 ︵ ﹁無限」冬季号、昭和三六年一二月、一三五頁～一三六頁︶ 。 お、 ﹁飛込」の引用は、前掲書﹃體操詩集﹄ 二八頁︶に拠る。

　
村野四郎﹁スポーツの歌」 ︵ ﹁日本経済新聞」昭和三八年五月一二日、六面︶

　
前掲書﹃体操詩集の世界﹄ ︵八〇頁︶の﹁体操詩集 構造表」参照。
引用文等については、原則として旧字体は新字体に改め、仮名遣いは原文
どおりとした。ルビは一部省略したところがある。
（16）『体操詩集』とその周辺―村野四郎ノート（二）― 9
